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※団員数：834 人 
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※本市消防団の体制 区団・分団・部について 
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  最大出動数 645 人 ÷ 出動率 6割 ＝ 条例定数 1,075 人 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目

小型ポンプ積載車運用に
要する団員数

54台×4人×3組＝ 648 人

タンク車・ポンプ車運用に
要する団員数

9台×5人×3組＝ 135 人

小計（正規団員数） 783 人

機能別団員の数
大規模災害時対応等に
要する人数（前述）

292 人

総計 1,075 人

人数
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分団 分団 分団

団長

区団長 区団長 区団長

副団長 副団長

本団

指揮系統整理と意思決定迅速化 
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  ※ラッパ部の役割と処遇の見直し 
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